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４
月
17
日
か
ら
双
葉
町
復
興
支
援

員
と
し
て

西に

し

も

と元
美み

き

こ

紀
子
さ
ん
が

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
17
日
よ
り
、
双
葉
町
復
興
支
援
員

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
西
元
美
紀

子
（
に
し
も
と　

み
き
こ
）
と
申
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
配
信
す
る
動
画
の
制

作
や
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
等
の

業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
南
相
馬
市
の
出
身
で
双
葉
高
校

の
卒
業
で
す
。
震
災
当
時
は
、
い
わ
き
市

に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
実
家
の
家
族

の
こ
と
が
心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
津
波
は
大
丈
夫
な
の
か
、
携
帯
は
繋

が
ら
な
い
、
居
場
所
さ
え
わ
か
ら
な
い
。

当
時
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
た
母
は
、
入
所
者
さ
ん
た
ち
を

預
か
っ
て
く
れ
る
施
設
を
探
し
、
最
終
的

に
二
本
松
ま
で
移
動
し
ま
し
た
。
母
以
外

の
家
族
は
父
方
を
頼
っ
て
栃
木
へ
。
父
か

ら
母
へ
送
ら
れ
た
「
す
ま
な
い
」
と
い
う

メ
ー
ル
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
年
に
産
ま
れ
た
私
の
子
ど
も
も
、

今
月
６
歳
を
迎
え
ま
す
。
６
年
と
い
う
月

日
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
見
て
い
る
と

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
当

に
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
て
い
た
だ
い
た

時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
自
分
も
誰
か
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
思
い
、
復
興
に
携
わ

る
仕
事
を
希
望
し
ま
し
た
。
復
興
支
援
と

い
う
業
務
は
、
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
仕

事
で
、
双
葉
町
の
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ま
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
つ
ず
つ
学
び
、

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

支
援
員
紹
介

めでたく満百歳を

迎えられました。

瀧澤　重代さん（下長塚）４月１９日

齊藤　美惠さん（下　条）４月２６日

おめでとうございます

百 歳 賀 寿百 歳 賀 寿百 歳 賀 寿

　

衣
替
え
の
季
節
を
迎
え
、
夏
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
辞
任
し
た
今
村
雅
弘
復
興
大

臣
に
代
り
、
福
島
県
第
５
区
選
出
の
吉
野
正

芳
衆
議
院
議
員
が
復
興
大
臣
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
吉
野
大
臣
は
双
葉
町
い
わ
き
事
務
所

近
隣
の
い
わ
き
市
植
田
町
出
身
で
、
被
災
地

の
状
況
に
つ
い
て
熟
知
し
て
お
り
、
衆
議
院

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
長
も
務
め
ら

れ
た
経
験
か
ら
、
福
島
県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
東
北
被
災
地
に
寄
り
添
い
な
が
ら
復
旧
・

復
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
け
る
も
の
と
強
く
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
29
日
に
浪
江
町
井
手
の
十
万
山
で
発

生
し
た
山
林
火
災
は
、
５
月
１
日
に
は
双
葉

町
石
熊
の
山
林
に
も
燃
え
広
が
り
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
、
県
内
各
消
防
本
部
、
双
葉
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
な
ど
の
消

火
隊
延
べ
約
５
千
人
、
自
衛
隊
や
県
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
延
べ
１
５
０
機
が
消
火
活
動

に
あ
た
り
、
発
生
か
ら
12
日
目
の
５
月
10
日

に
よ
う
や
く
鎮
火
に
至
り
ま
し
た
。

　

双
葉
町
で
は
火
災
発
生
後
、
い
わ
き
事
務

所
に
お
い
て
、
課
長
会
議
を
開
き
、
職
員
間

の
情
報
共
有
を
図
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
双

葉
町
へ
の
延
焼
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
対

策
本
部
会
議
を
設
置
し
、
各
課
の
連
携
体
制
、

情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
を
浪

江
町
地
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ

た
浪
江
町
・
双
葉
町
の
合
同
対
策
本
部
に
派

遣
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
連
日
、
合
同
対
策

本
部
で
馬
場
有
浪
江
町
長
と
と
も
に
災
害
対

応
の
指
揮
に
あ
た
り
ま
し
た
。
暫
定
焼
失
面

積
は
浪
江
町
が
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
双
葉
町
が

53
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
消
防
防
災
ヘ
リ
を
導
入

し
た
平
成
10
年
度
以
降
で
は
県
内
最
大
の

焼
失
面
積
と
な
り
、
鎮
火
に
要
し
た
時
間
も

最
長
を
記
録
し
ま
し
た
。
強
風
が
吹
い
た
こ

と
や
避
難
指
示
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
火
元

が
厚
い
腐
葉
土
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
険

し
い
山
で
の
消
火
隊
の
安
全
確
保
や
消
火

用
水
の
確
保
な
ど
消
火
活
動
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
が
、
こ
の
火
災
に
よ
る
け
が
人
や

民
家
な
ど
へ
の
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が
幸

い
で
し
た
。
現
地
で
の
消
火
活
動
に
あ
た
っ

た
自
衛
隊
・
消
防
本
部
隊
員
の
皆
さ
ま
に
は

昼
夜
を
分
か
た
ぬ
対
応
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

帰
還
困
難
区
域
で
の
火
災
は
、
特
殊
な
環

境
に
よ
り
消
火
活
動
が
制
限
さ
れ
、
双
葉
町

は
、
96
％
が
帰
還
困
難
区
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
林
野
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
隣

接
消
防
本
部
や
自
衛
隊
へ
の
応
援
要
請
は
不

可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
消
防
活
動
に
携
わ
る

各
関
係
機
関
で
の
情
報
共
有
及
び
隣
接
自
治

体
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
林
野
火
災
発
生
時
の
消
防
体
制

の
整
備
を
急
ぎ
、
被
害
の
低
減
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
強
く
感
じ
た
次

第
で
す
。

　

間
も
な
く
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
に

気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗
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応急仮設住宅の物品譲与

復興シンボル軸都市計画道路に関する説明会等について

（ 郡山市日和田応急仮設住宅分 ）

【問い合わせ先】
・双葉町いわき事務所　生活支援課　
　　　　　☎０２４６－８４－５２００

・郡山支所　生活支援課　
　　　　　☎０２４－９７３－８０９０

・埼玉支所　生活支援課　
　　　　　☎０４８０－５３－７７８０

１．案内文申込期間……

２．物品譲与申請期間…

３．引渡期間……………

４．譲与物品……………

６月　１日（木）～ ６月１５日（木）

６月　８日（木）～ ６月２２日（木）

６月２６日（月）～ ７月　７日（金）

①エアコン（２台まで）　　

②照明器具（３台まで）

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

福島県相双建設事務所　道路課 ☎０２４４－２６－１２１４

☎０２４０－２３－５５５８

福島県富岡土木事務所　業務課

　住宅を再建（復興住宅入居含む）された方を対象に、郡山市日和田応急仮設住宅で使用していた物品を

無償でお譲りいたします。

　福島県と物品譲与契約を結ぶ必要があるため、希望する方は、申請書と引渡までの詳細等を記した案内

文を送付しますので、下記担当まで連絡をお願いします。

　なお、一度物品の引渡しを受けている方は、再度申請ができませんので、あらかじめご了承ください。

　県道広野小高線の前田川に架かる浜野橋について、

橋桁の破損のため、４月２８日（金）午後３時から片側

通行となっております。なお、大型車につきましては

通行止めとなります。

　（仮称）双葉ＩＣから海岸側の県道広野小高線までの東西を結ぶ道路を「 復興シンボル軸 」と位置

づけておりますが、長塚地区から浜野地区までの路線説明会を次のとおり開催します。

（ 双葉町の住民又は利害関係者の中で案に対してご意見がある方は、意見書を提出することが出来ます。
提出方法等については縦覧時にご説明いたします。）

通行規制のお知らせ（片側通行止め）

期　間：

〈 都市計画案の縦覧について 〉

理　由：

平成２９年４月２８日（金）
　　　～平成３０年３月３１日（土）

期　間：

日　時： 日　時：

場　所： 場　所：

６月２０日（火）～７月４日（火）　※ 閉庁日を除く午前８時３０分～午後５時１５分

６月１７日（土）午後１時３０分～ ６月１８日（日）午後１時３０分～

いわき市文化センター
４階大会議室

（いわき市平字堂根町１－４）

福島県農業総合センター　
大会議室

（郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地）

場　所：福島県相双建設事務所　企画管理部企画調査課
双葉町いわき事務所　建設課・郡山支所・埼玉支所

浜野橋の桁に破損が見られたため

県道広野小高線（浜街道）橋梁通行規制箇所位置
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続
い
て
、
伊
澤
町
長
が
「
平
成
29
年

度
は
、
中
野
地
区
の
復
興
産
業
拠
点
整

備
を
重
点
事
業
に
位
置
付
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
題
に
入
り
、
平
成
29
年
度
行
政
組

織
並
び
に
一
般
会
計
予
算
の
ほ
か
、
総

合
健
診
・
が
ん
検
診
の
予
定
、
有
害
鳥

獣
対
策
、
復
興
祈
念
公
園
に
係
る
都
市

計
画
説
明
会
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
、

双
葉
町
震
災
記
録
誌
な
ど
に
つ
い
て
、

担
当
課
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
や
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
区
長
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
第
１
回
目
の
双
葉
町

行
政
区
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
行
政

と
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
橋
渡
し
役
と
い

う
重
要
な
仕
事
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
伊
澤
史
朗
町
長
か

ら
新
た
に
山
田
行
政
区
長
に
選
任
さ
れ

た
箭
内
充
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　スポーツにより双葉町民の皆さまの交流を図ることを目的に「ふたばスポーツフェスティバル

２０１７」及びＪＯＣが東日本大震災復興支援事業の一環として実施している「オリンピックデー・

フェスタ in ふたば」が下記日程により同時開催されます。内容は玉入れや大玉ころがしなど、

どなたでも参加できる競技が中心となります。

　参加する５人のオリンピアンと一緒に汗を流し、交流しませんか。

　なお、申し込み等については広報ふたば７月号にてお知らせいたします。

平成２９年１０月８日（日）

１０：００～１４：００

※雨天時も実施

綱引き、玉入れ、宝拾い、

○×クイズ、大玉ころがし、

キャッチングボールむかで　等

「ふたばスポーツフェスティバル「ふたばスポーツフェスティバル２０１７２０１７」

開催のお知らせ開催のお知らせ「オリンピックデー・フェスタｉｎふたば」「オリンピックデー・フェスタｉｎふたば」

オリンピアンと一緒に　楽しみながら　リフレッシュしましょう！

　日　時：

　場　所：

　競技種目：

　主　催：いわき市立南部アリーナ

【住所】いわき市錦町細谷５０番地  

【電話】０２４６－６２－９１１１

公益財団法人日本オリンピック委員会

絆スポレクふたば実行委員会

「ふたばスポーツフェスティバル「ふたばスポーツフェスティバル２０１７２０１７」「ふたばスポーツフェスティバル２０１７」

開催のお知らせ開催のお知らせ「オリンピックデー・フェスタｉｎふたば」「オリンピックデー・フェスタｉｎふたば」開催のお知らせ「オリンピックデー・フェスタｉｎふたば」
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５
月
３
日
、
埼
玉
県
加
須
市
の
利
根
川
河

川
敷
緑
地
公
園
に
お
い
て
、
加
須
市
民
平
和

祭
が
開
催
さ
れ
、
双
葉
町
か
ら
は
、
町
観
光

協
会
と
町
商
工
会
が
震
災
前
後
の
双
葉
町
内

を
撮
影
し
た
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
や
ト
ー
ト

バ
ッ
ク
へ
の
ス
テ
ン
シ
ル
ア
ー
ト
体
験
の

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
双
葉
町
の
ブ
ー

ス
に
も
多
く
方
々
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

掲
示
し
た
写
真
を
見
る
方
も
多
く
、
ま
た
、

用
意
し
た
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
が
予
定
し
て
い
た

時
間
よ
り
も
早
い
段
階
で
無
く
な
る
ほ
ど
人

気
を
集
め
ま
し
た
。

　

市
民
平
和
祭
の
目
玉
で
あ
る
全
長
１
０
０

メ
ー
ト
ル
の
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
は
、
気

象
条
件
も
良
く
、
大
勢
の
来
場
者
を
圧
倒
す

る
勢
い
で
大
空
を
悠
々
と
遊
泳
し
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
に
は
、
双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん
も
登

場
し
、
来
場
者
と
の
記
念
撮
影
に
応
じ
る
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
加
須
市
の
玉
敷
公
園
に
お
い
て
騎
西
藤
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
の
４
月
30
日
、
双
葉
町
相
馬

流
れ
山
踊
り
保
存
会
に
よ
る
相
馬
流
れ
山
踊
り
と
は
な

み
ず
き
婦
人
学
級
に
よ
る
ふ
た
ば
音
頭
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
揃
い
の
陣
羽
織
に
身
を
包
ん
だ
勇
壮
な
相
馬
流

れ
山
踊
り
と
「
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
が
書
か
れ
た
横
断
幕
を
背
に
踊
る
ふ
た
ば

音
頭
に
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
澤
史
朗
町
長
が
加
須
市
の
皆
さ
ま
へ
、
こ

れ
ま
で
の
ご
支
援
に
対
す
る
お
礼
と
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
町
民
が
お
世
話
に
な
る
こ
と
へ
の
お
願
い
な
ど
を

込
め
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
見
事
な
花
を
付
け
た
公
園
内

の
樹
齢
約
４
０
０
年
の
「
大
藤
」
か
ら
は
甘
い
香
り
が

漂
い
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

加
須
市
民
平
和
祭

第
８
回

騎西藤まつり騎西藤まつり騎西藤まつり騎西藤まつり騎西藤まつり
加須市加須市加須市加須市加須市
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４
月
９
日
、
10
日
、
磐
梯
熱
海
温
泉
「
ホ
テ
ル
華

の
湯
」
に
お
い
て
、
新
山
行
政
区
総
会
・
交
流
会
が

開
催
さ
れ
、
各
避
難
先
か
ら
52
人
の
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

澤
上
敬
さ
ん
の
進
行
の
も
と
、
総
会
に
先
立
ち
、

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
避
難
生
活
の

中
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
初
め
に
冨
沢
信
一
区
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
そ
の
後
、
議
長
に
伊
藤
吉
夫
さ
ん
を
選
出
し

て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
収
支
報
告
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
た
後
、
原
発
事
故
に
係
る
新
山
神
社
の
賠

償
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

福
島
復
興
本
社
か
ら
、
双
葉
町
で
の
復
興
推
進
活
動

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、
佐
々
木
清
一
双

葉
町
議
会
議
長
か
ら
双
葉
町
の
現
状
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

の
ん
び
り
と
温
泉
に
つ
か
っ
た
後
は
、
相
川
允
良

さ
ん
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
交
流
会
に
入
り
ま
し

た
。
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど
に
つ
い
て
話
が
弾

み
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
、
木
幡
照
夫
さ
ん
の
締
め
の
あ
い
さ
つ
で

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
ま
た
の
再
会

を
楽
し
み
に
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
へ
の
帰
途
に
着
き

ま
し
た
。

新
山
行
政
区

行
政
区
総
会
・
交
流
会

温かいご支援を

　　　ありがとうございます

　４月１７日、「国際ソロプチミス

トマリンいわき（会長　鈴木礼子

様）」が町立学校を訪れ、園児・児童・

生徒へ絵本「忘れたい　忘れない…」

を寄贈していただきました。

　絵本には、震災に伴う避難生活の

様子などが描かれており、震災の記

憶の風化を防ぎ、後世に伝えるため

に国際ソロプチミストマリンいわき

様が発行したものです。

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
絵
本

▲
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長
塚
二
行
政
区

行
政
区
総
会
・
交
流
会

　

４
月
15
日
、
16
日
、
磐
梯
熱
海
温
泉
「
ホ
テ
ル
華

の
湯
」
に
お
い
て
、
長
塚
二
行
政
区
の
総
会
・
交
流

会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
避
難
先
（
遠
く
は
青
森

県
）
か
ら
26
人
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
初
め
に
、
原
中
良
博
区
長
か
ら
避
難
生

活
も
６
年
が
経
過
し
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

の
ね
ぎ
ら
い
と
、
参
加
へ
の
お
礼
が
あ
り
、
続
い
て
、

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
福
島
復
興
本
社
の

担
当
者
か
ら
「
復
興
作
業
と
除
草
作
業
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
金
田
勇
副
町
長
か
ら
町
の
現
状
と
復
興

計
画
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
武
内
裕
美
さ
ん
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
参
加
女
性
を
代
表
し
て
伏
見
ヒ
ロ
子

さ
ん
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
近

況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
が
て
、
お
酒

が
進
む
ほ
ど
に
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
、
話
も
弾

み
、
カ
ラ
オ
ケ
も
始
ま
る
な
ど
、
時
が
経
つ
の
も
忘

れ
る
ほ
ど
話
題
は
尽
き
ず
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
、
伏
見
政
恵
さ

ん
の
締
め
で
交
流
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
玄
関
の
ロ
ビ
ー
で
「
来
年
も
ま
た
会
い

ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
別
れ
を
惜
し
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
避
難
先
へ
と
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◇日　時：

◇会　場：

寺松行政区の総会・交流会を開催しますのでご参加ください。

６月２４日（土）～２５日（日）

・受　付 １５：００ ～

・総　会 １６：００ ～

・交流会 １８：００ ～

◇会　費： １２,０００円（予定）

◇その他： 参加申し込みはなるべく早くお願い

します。

磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」

☎０２４－９８４－２２２２

寺松行政区からのお知らせ

【申し込み先】 皆さんの参加を
　　　　　  お待ちしています！！☎ ０８０－５５６９－１７７５

区長　石田　翼
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行政区総会・交流会

【申し込み先】双葉町老人クラブ連合会事務局

（双葉町社会福祉協議会事務局内）

☎０２４６－８４－６７２５

　公益財団法人福島県老人クラブ連合会では、夫婦がと
もに助け合い、力を合わせてよき家庭を築き、社会に貢
献してきたご苦労に対し、金婚式（結婚５０周年）を迎
えた夫婦に「しあわせ金婚夫婦」として表彰状と記念品
をお贈りしています。
　表彰を受けるためには、申し込みが必要となり、原則
として自己申告による届け出となっています。下記の要
件に該当するご夫婦は、お早めにお申し込みください。

　昭和４２年に結婚されたご夫婦、及びそれ以前に
結婚され、自己申告漏れで金婚表彰を授与されな
かったご夫婦。

※ 申し込みをされたご夫婦
の名前を新聞に掲載させ
ていただきます。

○対象となるご夫婦

金婚夫婦表彰の申し込みはお早めに！

申し込みの締め切りは
７月１２日（水）です。

しあわせ金婚夫婦 表彰

　

４
月
21
日
、
22
日
、
い
わ
き
湯
本
温
泉
「
吹
の
湯

旅
館
」
に
お
い
て
、
震
災
後
７
回
目
と
な
る
郡
山
行

政
区
総
会
・
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
避
難

先
か
ら
60
人
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
、
ま
た
震
災
後

の
避
難
生
活
の
中
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

祈
り
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
福
岡
渉
一
区
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
を
選
出
し
議
題
に
入
り
、
平
成
28
年
度
の
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
区
長
か
ら
八
幡
神
社
の
補
強
が
施
さ

れ
、
倒
壊
の
危
険
性
が
な
く
な
っ
た
報
告
が
行
わ

れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
喜
び
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
後
、
齊
藤
宗
一
さ
ん
の
乾
杯
の
ご
発
声

で
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
、
お
互
い
の
近
況
報
告
や
ふ
る
さ
と
双
葉
町
で

の
思
い
出
話
な
ど
の
話
に
花
が
咲
き
、
時
間
が
経
つ

の
も
忘
れ
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
終
始
、

賑
や
か
な
声
が
飛
び
交
う
中
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

橋
本
善
吾
さ
ん
の
一
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
部
屋
に
戻
っ
て
も
夜
が
更
け
る
ま
で
話

し
声
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

翌
朝
は
、
次
回
大
字
会
で
の
再
会
を
約
束
し
、
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
へ
の
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

郡山行政区
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４
月
23
日
、
24
日
、
郡
山
市
に
あ
る
磐
梯
熱
海
温

泉
「
清
陵
山
倶
楽
部
」
に
お
い
て
、
鴻
草
行
政
区
の

平
成
29
年
度
の
総
会
、
並
び
に
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
黙
と
う
を

捧
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
は
、

井
戸
川
則
隆
区
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
「
年
々
、

参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
、

避
難
先
で
落
ち
着
い
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
結
果
だ

と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
故
郷
「
鴻
草
」
を
忘
れ

ず
絆
を
深
め
交
流
を
続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。
執
行
部
一
任
で
総
会
は
進
み
、
資
料
に

基
づ
き
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
で
は
、
主
に
区
長
会
等
で
の
報
告
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
報
告
で
は
、
鴻
草
の
財

産
の
賠
償
金
等
が
処
理
さ
れ
た
事
の
報
告
が
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
福
島
復
興
本
社
よ
り
、
現
在
の
双
葉

町
に
お
け
る
活
動
内
容
等
の
説
明
が
あ
り
、
個
人
宅

の
片
づ
け
、
除
草
等
の
手
伝
い
を
実
施
し
て
い
る
の

で
、
遠
慮
な
く
申
し
込
み
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
し
、
交
流
会
に
入
り
ま
し
た
。
冒
頭
、

尾
形
彰
宏
町
議
会
議
員
よ
り
町
政
に
関
す
る
事
等
、

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
安
井
孝
夫
さ
ん
の

乾
杯
の
ご
発
声
で
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
時
間

の
経
過
と
と
も
に
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
現
況

報
告
や
情
報
交
換
、
鴻
草
で
の
思
い
出
等
、
時
間
が

過
ぎ
る
の
を
忘
れ
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
各
自
バ
ラ
バ
ラ
の
解
散
で
し
た
が
、
ま

た
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
の
故
郷

へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

鴻
草
行
政
区

行
政
区
総
会
・
交
流
会

１．日　時 …

２．場　所 …

３．対象者 … 

成人式実行委員会メンバー募集

【問い合わせ先】 教育委員会　教育総務課 　成人式を企画する実行委員会のメンバーを募集して
います。新成人の方で参加可能な方は、教育委員会ま
でご連絡ください。なお、交通費を支給します。

※開催は８月中旬頃、いわき市で予定しています。

☎ 0 2 4 6 － 8 4 － 5 2 1 0
0 2 4 6 － 8 4 － 5 2 4 8FAX

電子メール : kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

４．その他
　　○ 対象の方には、１０月中旬まで案内状を送付いた

します。
　　○ 希望される方は、いわきワシントンホテルの美容

室で和服の着付けも可能です。（詳細は案内状と
ともにご連絡いたします）

　　○ 宿泊を希望する新成人には、宿泊費（限度額あり）
を補助いたします。

平成３０年　双葉町成人式のお知らせ平成３０年　双葉町成人式のお知らせ平成３０年　双葉町成人式のお知らせ
平成３０年１月３日（水）
受付　　　１１時３０分～（予定）
記念撮影　１２時４５分～（予定）
式典　　　１３時１５分～（予定）
いわきワシントンホテル
〒９７０－８０２６
福島県いわき市平字一丁目１番地
☎０２４６－３５－３０００（代表）
平成９年４月２日
　～平成１０年４月１日生まれの方
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○受付は、月曜日から金曜日の業務時間内（午前８時３０分から午後５時１５分まで）
○郵送による申込書提出の場合は、平成２９年６月２１日（水）までの消印有効。
○ 申込用紙は、全職種について双葉町いわき事務所総務課（２階）にて交付しています。また、申込

書の郵送も可能です。（郵送での請求方法は、左記「６受験手続及び受付期間」を参照してください。

職　種 行政職 土木職 建築職 幼稚園教諭 保健師

採用予定人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

行政職（大学卒程度試験） 昭和５７年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者

土木職（大学卒、短大卒・高専卒程度試験） 昭和５２年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者

建築職（大学卒、短大卒・高専卒程度試験） 昭和５２年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者

幼稚園教諭（短大卒程度試験）
昭和５２年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者
※幼稚園教諭資格免許所有者又は平成３０年４月までに取得見込の者

保健師（短大卒程度試験）
昭和５２年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者
※保健師資格免許所有者又は平成３０年４月までに取得見込の者

試験種目 試験職種 出　題　分　野

教養試験（筆記）

行政職
土木職
建築職

幼稚園教諭
保健師

社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、
数的推理及び資料解釈に関する一般知能

専門試験（筆記）

行政職
政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、
財政学、社会政策、国際関係

土木職
数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、測量、土木計画（都
市計画を含む）、材料・施工

建築職
数学・物理、構造力学、材料学、環境原論、建築史、建築構造、
建築計画（都市計画、建築法規を含む）、建築設備、建築施工

幼稚園教諭 発達心理、教育学、保育原理、保育内容、法規

保健師 公衆衛生看護学、疫学、保健統計学、保健医療福祉行政論

一般性格診断検査（筆記） 全職種 公務員に求められる資質に関する性格検査

※ 申込書の提出先は、双葉町いわき事務所総務課となります。郡山支所及び埼玉支所では受付できませ
んので、ご注意ください。

　また、申込用紙には添付する書類がありますので、早めに手続きをお願いします。

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
①日本国籍を有しない者　②成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）　③禁固以上の刑に処せられ、その執行を
終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者　④本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から
２年を経過しない者　⑤日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること
を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

平成３０年度 双葉町職員採用候補者試験

受 付 期 間

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格（学歴は問いません）

３　試験の方法及び内容
　（１）第１次試験

平成２９年５月２５日（木）から平成２９年６月２３日（金）まで

平成２９年７月２３日（日）午前９時から午後４時までの予定第１次試験日

受　験　案　内
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試験職種 試　験　内　容

行政職
土木職
建築職

幼稚園教諭
保健師

（ア） 論文試験　　論理性、表現力をみる

（イ） 口述試験　　個別面接による人物評価

（ウ） 身体検査　　医師発行の身体検査書を提出

合格者は採用候補者名簿に記載され、平成３０年４
月１日以後欠員が生じた都度採用されます。（この
採用候補者名簿の有効期間は原則として、１年間で
す）
例えば、平成３０年４月１日付けで採用された場合
は、最低でも平成３０年９月３０日までの期間は条
件附職員として役場の行政事務補助員として業務に
就いていただき、適性を判断した後、各課に正職員
として配属になります。したがって、正式採用は、
平成３０年１０月１日以後になります。また、この
条件附職員の期間に職員として相応しくないと判断
された場合は、正式採用されない場合がありますの
でご留意願います。
受験者本人並びに第三者に関わらず、採用を有利に
運ぶ目的をもって便宜を図るための行為をした場合
は、受験資格を失います。また、採用後この事実が
明らかとなった場合は、採用が取り消されます。

申込用紙は、双葉町いわき事務所総務課で交付し
ます。郵便により申込用紙を請求する場合には、封
筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きし、
１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形
２号：240㍉× 332㍉）を必ず同封し、双葉町いわ
き事務所総務課へ郵送してください。

①受験の際は、「HB」の鉛筆と消しゴムを持参して
ください。これ以外の筆記用具は使用できません。
また、昼食は受験者各自で用意願います。
②試験当日の試験会場への自家用車の乗り入れを禁
止します。また家族による送迎も会場周辺の渋滞に
より遅刻するおそれがあるので、公共交通機関を利
用してください。

※ 郡山支所及び埼玉支所での用紙の交付及び郵便請求
による申し込みはできません。

※ 福島大学へは、ＪＲ東北本線 金谷川駅から徒歩５
分です。

　試験の結果については、双葉町個人情報保護条例第
１７条第１項の規定により、口頭で請求できます。た
だし、電話、はがき等による請求では開示できません。
受験者本人であることを明らかにする顔写真入りの書
類（運転免許証、学生証、旅券等）を持参のうえ、受
験者本人が直接、双葉町いわき事務所総務課へお越し
ください。

試　験
開示請求
できる者

開示内容 開示期間

第１次試験 第１次試験
不合格者 総合得点

・順位

合格者発
表日から
１カ月間第２次試験 第２次試験

受験者

（１）

（２）

（注）

区　　分 期　　日 場　　所 合格発表

第１次試験 平成２９年７月２３日（日）
午前９時から午後４時までの予定

福島大学（福島市） ９月中旬

第２次試験 日時・場所など詳細は、第１次試験合格者に通知します。
第２次試験日から
３０日以内の日　

（１）申込用紙の請求

（３）その他

４　試験の期日及び場所

５　合格者の採用 ６　受験手続及び受付期間

７　試験結果の開示

　（２）第２次試験（全試験職種共通）

【問い合わせ先】 福島県いわき市東田町２丁目１９－４〒９７４－８２１２
双葉町いわき事務所　総務課行政係 ☎ ０２４６－８４－５２０１

①申込用紙に必要事項を記入して、双葉町いわき事
務所総務課へ提出してください。
申込書を郵送する場合は、封筒の表に「職員採用試
験申込」と朱書きし、８２円切手を貼った宛先明記
の返信用封筒（長形３号：120㍉× 235㍉）を必ず
同封してください。なお申込書は必ず簡易書留で郵
送してください。
②受験票を受領したときは、最近６カ月以内に撮影
した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦６㎝
×横 4.5㎝）１枚を写真欄に貼って受験当日必ず持
参してください。（受験票がない場合、または受験
票に写真が貼っていない場合は受験できません）

（２）申し込みの方法

11 広報ふたば 平成２９年６月



町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、町職員の給与・職員数などについてお知らせします。
町職員の給与は、国の人事院や県人事委員会の給与勧告、他の地方公共団体の給与との均衡を考慮しながら町議会の
審議を経て、条例で定められています。
ここに用いられている数値は、平成２８年４月１日現在の「地方公務員給与実態調査」などを基にしています。
なお、国の公表システムに基づくデータについては、町ホームページに掲載しております。

区　　分 給料月額等

給　

料

町　長 766,000円

副町長 601,000円

教育長 555,000円 

報　

酬

議　長 289,000円

副議長 248,000円

議　員 232,000円

期  

末  

手  

当

町　長

副町長

教育長

６月期

12月期

計　

1.425月分

1.525月分

2.95月分

議　長

副議長

議　員

計算の基礎となる額は、
給料月額に15％加算し
た額

退
職
手
当

町　長 給料月額×在職月数×0.48

副町長 給料月額×在職月数×0.29

教育長 給料月額×在職月数×0.20

期末手当
勤勉手当

期 末 手 当 勤 勉 手 当
６月期 1.225月分 0.8月分

１２月期 1.325月分 0.8月分
計　 2.55月分 1.60月分

職制上の段階、職務の等級により加算措置あり

退職手当

自 己 都 合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続26年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

扶養手当

①配偶者 13,000円
②1人につき（配偶者ありの場合） 6,500円
③1人（配偶者なしの場合） 11,000円
④2人目から 6,500円
16歳～22歳の子1人につき5,000円加算

住居手当 借家・借間
月額9,500円を超える家賃を払っている
職員。支給限度額27,000円

通勤手当

交通機関等利用
（電車、バス等）

・63,000円まで全額支給
・ 63,000円を超えた場合はその超えた額

の2分の1を63,000円に加えた額を支給

交通用具使用者
（自動車等）

片道2km以上の通勤距離に応じて2,600円
から50,400円

管理職手当
管理又は監督の
地位にある職員

参事・課長・局長 30,000円
主幹 25,000円

住民基本台帳人口
（28年1月１日）

歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
26年度の人件費率

6,240人 7,757,002千円 417,973千円 795,475千円 10.3％ 1.7％

※人件費には、特別職（町長、副町長、教育長）に支給される給料、報酬などが含まれています。

１  人件費の状況（平成２７年度一般会計決算）

職員数
Ａ

給与費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当（退職手当を除く） 期末・勤勉手当 計　Ｂ

88人 311,423千円 67,494千円 121,445千円 500,362千円 5,685千円

※職員数及び給与費には、特別職（町長、副町長、教育長）は含まれていません。

２  職員給与費の状況（平成２７年度一般会計決算）

区　分 初任給
経　験　年　数（以上～未満）

10年～15年 15年～20年 20年～25年 25年～30年 30年～35年

一般行政職
大学卒 182,400円 269,200円 323,800円 335,200円 381,900円 397,700円

高校卒 149,400円 209,500円 　  －  　円 311,300円 358,800円 　  －  　円

※一般行政職とは税務職、保健師、児童厚生員、幼稚園教諭を除いた職をいいます。

３  職員の初任給と学歴・経験年数別平均給料月額（平成２８年４月１日現在）

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
計

主 な 職 主　事 副主査 係長
主査

課長補佐
総括主任主査

課長
主幹

総務課長
参事

平成28年 13人 14人 22人 11人 14人 2人 76人

構 成 比 17.1％ 18.4％ 28.9％ 14.5％ 18.4％ 2.7％ 100％

４  一般行政職員の級別職員数の状況（平成２８年４月１日現在）

６  職員手当の状況（平成２８年４月１日現在）５  特別職の給料等の状況
　　（平成２８年４月１日現在）

双葉町職員の給与等について
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幼
稚
園
や
学
校
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣

れ
て
き
た
４
月
26
日
、
町
立
学
校
仮
設
校

舎
体
育
館
で
幼
稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学

生
、
先
生
方
が
参
加
し
て
、
合
同
ふ
れ
あ

い
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
池
泰
高
南
小
校
長
が
「
こ
の
よ
う
な

行
事
が
あ
る
の
は
、
双
葉
町
の
学
校
だ
け

で
す
。
こ
の
ふ
れ
あ
い
集
会
を
通
し
て
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と

を
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
野
村
遥
花
さ
ん
が
新
入
生

に
対
し
て
「
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る
た
め
に

み
ん
な
が
ひ
と
つ
に

準
備
を
し
ま
し
た
。
思
い
出
に
残
る
会
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

児
童
会
・
生
徒
会
が
集
会
の
内
容
を
考

え
、
司
会
進
行
も
務
め
ま
し
た
。

　

「
猛
獣
狩
り
に
行
こ
う
」
と
い
う
言
葉

の
文
字
の
数
だ
け
人
数
を
集
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ
ん
け
ん
に
負
け

た
人
が
後
ろ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
「
じ
ゃ

ん
け
ん
列
車
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
だ
一

緒
に
遊
ん
だ
こ
と
や
話
し
た
こ
と
が
な
い

子
ど
も
た
ち
も
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
ふ
れ
あ

い
、
笑
顔
で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
先

生
方
も
一
緒
に
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、
全
員

が
笑
顔
で
楽
し
み
、
大
き
な
笑
い
声
が
体

育
館
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

「
ビ
リ
ー
ブ
」
の
歌
を
全
員
で
合
唱
し
、
幼
・

小
・
中
の
一
体
感
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
心
の
絆
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
人
数
が
増
え
、
活
気
が
見
ら
れ

る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
学

ぶ
姿
が
感
じ
ら
れ
た
ふ
れ
あ
い
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

　双葉町立ふたば幼稚園では、家庭ではできない生活体験や成長発達に必要な経験を通して同年齢の友だちと一

緒に遊ぶ楽しさを知り、保護者同士が子育てに関する情報交換の場とするため、未就園児とその保護者を対象に

子育てサロンを実施いたします。お気軽にご参加ください。

〇対 象 者

〇実施場所

〇実施期間

〇実施時間

〇募集期間

〇参 加 費

【申し込み・問い合わせ先】 双葉町立ふたば幼稚園 ☎０２４６－８８－８０８４ ☎０８０－１８５６－６６５０

…

…

…

…

…

…

平成３０年度に入園予定の未就園児とその保護者

双葉町立ふたば幼稚園仮設園舎（すみれ組、園庭）

平成２９年７月から平成３０年１月までの毎週月曜日

（長期休業中、祝日、園行事のある日は除きます）

午前９時４５分 ～ 午前１１時

６月１日（木）～ ７月３日（月）

参加費は無料ですが、傷害保険代は実費負担になります。

幼
・
小
・
中

幼
・
小
・
中　

ふ
れ
あ
い
集
会

ふ
れ
あ
い
集
会

子育てサロンのお知らせ ふたば幼稚園

幼
・
小
・
中　

ふ
れ
あ
い
集
会
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【問い合わせ先】　教育委員会　教育総務課
　☎０２４６－８４－５２１０　

　将来の双葉町を担う小、中、高校生及び保護者の皆さまに再会の機会を与え、双葉町民としての意識や

自覚を持ち、絆の維持に努めることを目的として「集まれ！ふたばっ子２０１７」を開催いたします。

７月１６日（日）～１７日（月）１泊２日
【１日目】受付　１３：１５
【２日目】解散　１０：３０
　　　　　※ 解散後、希望者は那須ハイランド

パークへ向かいます。

○期　日

【１日目】那須りんどう湖レイクビュー
　　　　　宿泊：りんどう湖ロイヤルホテル

【２日目】那須ハイランドパーク（希望者）

○場　所

　申し込み方法や詳しい内容については、別途、
郵送にてご案内いたします。

○申し込み

集まれ! ふたばっ子２０１７のお知らせ集まれ! ふたばっ子２０１７のお知らせ

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？

１． 高校卒業見込みの者及び高校卒業後３年
を経過していない者

２． 人事院が１に掲げる者と同等の資格があ
ると認める者

○受験資格

平成２９年６月１９日（月）から
平成２９年６月２８日（水）まで

○受験申込受付期間

受験申し込みはインターネット申し込みとする。
国家公務員試験採用情報 NAVI

（http://www.j inj i .go. jp/saiyo/saiyo.htm）

○受験申込方法

９月３日（日）

○第１次試験日

平成２９年度平成２９年度

仙台国税局人事第二課試験研修係 内線３２３６【問い合わせ先】

国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
平成２９年度
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代
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・
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居
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る
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へ
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島
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４
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３
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取
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。
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。
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相
双
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　
　

課
税
第
一
チ
ー
ム

　
　
　

☎
０
２
４
４

－

２
６

－

１
１
２
６

　
　

福
島
県
税
務
課

　
　
　

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
０
６
８

HP
双葉町東日本大震災記録誌

「再録　ふるさと絆通信」

３０４ページ

　新野ヒメ子さんの文中に

間違った表現がありました

ので、お詫びして訂正いた

します。

正）自動車整備工場

誤）自動車修理工場

＜お詫びと訂正＞

【１日目】・開会式
　　　　　・体験活動（ 皿絵付け・キャンドル・

キーホルダー）
　　　　　・写真撮影
　　　　　・夕食
　　　　　・花火鑑賞

○主な内容

【２日目】・閉会行事
　　　　　・那須ハイランドパーク（希望者）

集まれ! ふたばっ子２０１７のお知らせ

☎０２２－２６３－１１１１

人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２

福
島
県
税
務
課

検
索
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　双葉町では下記日程で開催されますふくしま駅伝大会出場に向けて、選手及びサポーターを募集
しております。双葉町として一丸となりたすきをつなぎたい！たすきをつないで全国の皆さんに
元気を届けたい！そんな皆さんの力を結集させましょう。
　特に中学生・高校生の参加をお待ちしております。

　下記の日程でふくしま駅伝双葉町チーム合宿を開催
いたします。
　裏磐梯のさわやかな風を感じながら一緒に走りませ
んか。皆さまの参加をお待ちしています。

双葉のたすきを一緒につなぎませんか？

※ 申し込みについては、教育総務課にお
いて随時受け付けます。

ふくしま駅伝開催日

平成２９年

スタート：白河市総合運動公園

：平成２９年７月２２日（土）～２３日（日）
：福島県耶麻郡北塩原村
：無料
：７月７日（金）

【問い合わせ・申し込み先】　　教育委員会　教育総務課生涯学習係 　☎０２４６－８４－５２１０（直通）
メール：kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

ゴ ー ル：福島県庁前

１１月１９日（日）

ふくしま駅伝双葉町チーム合宿開催ふくしま駅伝双葉町チーム合宿開催ふくしま駅伝双葉町チーム合宿開催

合宿開催日
場 所
参 加 費
申込締切日
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【問い合わせ先】　福島県後期高齢者医療広域連合　 ☎ ０２４－５２８－９０２４

　被保険者の皆さまの歯科健康保持及び疾病予防等のため、平成２９年度は下記の内容で歯科健診を

実施します。

　歯の健康は、口腔状態の悪化による歯周病予防や、噛む力の低下による誤えん性肺炎予防のために、

たいへん重要です。

　この機会に歯科健診を受診しましょう。

後期高齢者医療保険では歯科口腔健康診査を実施します

福島県後期高齢者医療の被保険者で、昭和１６年４月２日から
昭和１７年４月１日までに生まれた方

対 象 者

問診、歯（義歯）、咬合、歯周組織、嚥下の状態等健診項目

無料健診費用

平成２９年６月１日から平成２９年１１月３０日まで健診期間

① 対象歯科医院において実施しますので、詳しくは５月下旬に対象者へ配布される
案内状をご覧ください。

②歯科健診が無料で受診できるのは１回です。
③ 東日本大震災により避難されている方も、避難先で受診できる場合がありますの

で、下記問い合わせ先へご連絡ください。
④ 長期入院されている方や介護施設へ入所されている方は、対象とならない場合が

ありますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

留意事項

　臨時福祉給付金（経済対策分）は、消費税の引き上げに伴う負担の緩和を目的に、平成２９年４月から
平成３１年９月までの２年半分を一括して支給するものです。
　平成２８年度住民税の課税状況等により、対象と思われる方へ３月中旬から申請書をお送りしていま
す。期限が近づいておりますので、申請がお済みでない方はお早目に手続きをお願いします。

支給対象者

平成２８年１月１日時点で双葉町に住民登録があり、

平成２８年度の住民税（均等割）が課税されていない方

＊ ただし、住民税において課税者の扶養親族になっている方や、生活保護の受給者で
ある方などは対象となりません。

＊ 所得や収入のない方でも、住民税について申告をしていないと対象とならない場合
があります。

支給額 対象者１人につき１万５千円

申請期限
平成２９年６月３０日（金）
＊郵送の場合当日消印有効
＊期限後に申請いただいた場合は支給ができません。

支給について
１回目の支給は４月中旬に実施いたしました。以降、申請書受付順に支給しています。
申請書受理後、支給までに２カ月程度を要しますのでご了承願います。

【申請・問い合わせ先】

健康福祉課　福祉介護係　　☎ ０２４６－８４－５２０５

臨時福祉給付金（経済対策分）の申請はお済みですか？

確認じゃ！
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　新年度がスタートし、引越しなどの新しい生活を迎えた人や、新たに何かを始めた人も多いでしょ

う。この季節の変わり目に「だるい」「疲れやすい」などの症状はありませんか。それは自律神経の

乱れかもしれません。早めに改善して暑い夏に備えましょう。

季節の変わり目の今、「自律神経」を意識しましょう！

それでも体調がすぐれない時は、かかりつけの医師や健康福祉課 健康づくり係へご相談ください。

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

体の内外におこる変化に順応するための体の仕組み（調整機能）です。

自律神経っていったい何？

① 日々の大きな気温差による体への負担

② 生活環境の変化による心身のストレス

③ 体内のエネルギー不足（暖かくなると活動量が多くなり、エネルギー供給が足りなくなる）

原因として次のことが考えられます。

なぜ自律神経は春に乱れやすくなるの？

『だるい　疲れやすい　めまい　頭痛　不眠　動悸　肩こり　食欲不振　吐き気　下痢　不安感　

いらいら　発汗』などがありますが症状は人それぞれです。・・・・あてはまるものはありますか。

どんな症状が出るの？

①

②

③

④

⑤

ポイントは「生活習慣の改善」です。自分のペースでできることから取り入れてみましょう。

自律神経のバランスを整えるには・・・

：夜更かしをせず２３時までには就寝しましょう。

：ウォーキングなどの有酸素運動を週３回程度は続けましょう。

：ゆっくりとした自分だけの時間や空間を持つことが大切です。

：言葉に出して話すことは心の安定につながります。

：朝食は重要です。量は少なくても何かしらの栄養補給をしましょう。

　特に下の図の食材は、免疫力を高め、体を温めるのでおすすめです。

眠 り の リ ズ ム の 安 定

息がはずむ程度の運動

休 日 は し っ か り 休 む

相談などができる仲間の存在

栄養バランスの取れた食事
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組み合わせて、

バランスの良い

朝食を！！

食欲がない時

は、おかゆや

お茶漬けもお

すすめです。

【申し込み先】

【申し込み先】

【代表：坂本昌彦】

○ 千吉良髙志（三字） 
　 ☎０８０－５５６８－７０９１

ふたぱーく　☎０２４６－８４－９５６０

（平日８：３０ ～ １７：１５）

○ 双葉町復興支援員（ふたさぽ） 
　 ☎０７０－５５５０－７６４５
　　 （担当：秋元・飯嶋）

◇日　時： ６月２３日（金） １０時００分～
◇日　時： 

◇場　所： 

◇参加費： 

◇持ち物： 

◇申込締切： 

６月２１日（水） １０時３０分～

ふたぱーく（いわき市錦町作鞍８０－５

　　　　　　東邦銀行植田支店錦出張所）

無料

エプロン、三角巾

平成２９年６月１６日（金）までに下記へ

お電話ください。

◇内　容：  ● 赤城神社で拝礼
 ● 林牧場でウィンナーソーセージ
　作り＆昼食交流

◇持ち物： エプロン・手ぬぐい

◇参加費： ３,０６０円

◇申込締切： ６月１８日（日）

ＹoＹ（ワイワイ）交流会

　　　　 　in 群馬前橋
参加者募集のお知らせ

群馬県外に避難している町民の方の参加も

大歓迎です！

男の料理教室第１回

目の様子。

皆さん、とても楽し

そうに調理していま

した！

▲

　味の素社「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」の
協力をいただき、男の料理教室を開催します。
　普段料理をする方も、しない方も大歓迎！簡単に作れ
るメニューで、一緒に男の料理の腕を磨きましょう！

男の料理教室　男性参加者募集！

◇会　場：  ● 赤城神社（集合場所）
　（前橋市三夜沢町 114 番地）
 ● 林牧場　福豚の里
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消防署からのお知らせ

◇ 申 込 方 法
事前申し込みになりますので下記の連絡先まで
ご連絡をお願いいたします。

場　所 月　日 時　間

双葉町
いわき事務所

６月　８日（木）
午後２時～
午後５時　

双葉町
郡山支所

６月２３日（金）
午後２時～
午後５時　

◇ 開催場所及び開催日時

【申し込み・問い合わせ先】

午前８時３０分 ～ 午後５時１５分（平日）

建設課　復旧復興係　☎０２４６－８４－５２０９

受付時間

◇ 保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島環境再生事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町内中間貯蔵施設保管場の試験輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

※ 　フレキシブルコンテナ

等１袋の体積は１㎥と換

算して表示する場合があ

ります。

　 　ただし、１袋１㎥より

小さいフレキシブルコン

テナ等もありますのでご

留意ください。

搬出市町村 搬入量（袋）※

浜通り
双葉町 ５，８２２

浪江町 ３，６４４

中通り

二本松市 ７，９９３

本宮市 ２，２５１

桑折町 １，６１０

計 ２１，３２０

◇ 輸送について（５月１６日現在）

環 境 省

１、「水分」をこまめに取ろう

２、塩分をほどよく取ろう

３、睡眠環境を快適に保とう

４、丈夫な身体づくり

熱中症は「気付く」ことで防げます！

大切な家族、知人、自分の健康を守

るために！

◇浪江消防署　0240－34－7360

◇富岡消防署　0240－25－2119

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞

熱中症対策はお早めに
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双葉町社会福祉協議会

～ ６月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問合せ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）

北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野内小原田 8 － 1）

☎ 080 － 6033 － 1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

白河市郭内第一応急仮設住宅 Ａ4 －２
（白河市郭内 151 － 41）

☎ 080 － 6290 － 5930（小泉）
毎週　火曜日

（１３日を除く）
10:00 ～ 11:30

南東北総合卸センター２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1 丁目 1 － 1）

☎ 024 － 973 － 5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備致しますので事前に申込みをお願いします。

町民交流施設「せんだん広場」
（郡山市御前南２丁目７３）

☎ 024 － 973 － 5291（開発）   6 月 19 日（月） 10:00 ～ 14:00

マイタウン白河２階中会議室
（白河市本町２）

☎ 080 － 6290 － 5930（小泉）   6 月 13 日（火） 10:00 ～ 14:00

いわき市小名浜公民館２階会議室
（いわき市小名浜愛宕上７－２）

☎ 0246 － 38 － 7105（渡辺）   6 月 29 日（木） 10:30 ～ 14:30

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 【担当：開発】☎ ０２４－９７３－５２９１

６月１日～１０日は

☎０２２－２２１－０６４１
http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/

【問い合わせ先】

平成２９年度の労働保険の年度更新の申告期限は７月１０日（月）です。

　期限までに、最寄りの銀行、郵便局、労働基準監督署、福島労働局において手続きをされますよう
お願いいたします。
　労働保険の年度更新は電子申請を、労働保険料等の納付は口座振替をご利用ください。

【問い合わせ先】　福島労働局　総務部　労働保険徴収室　☎０２４－５３６－４６０７

労働保険の年度更新等のお知らせ

－ 事業主の皆さんへ －

「電波利用環境保護周知啓発強化期間」です。
総務省からの

お知らせ

総務省　東北総合通信局　相談窓口

不法電波は人命に関わる重要無線通信を妨害して、私たちの生活を脅かします。
ルールを守って正しく使いましょう。
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産
業
界
で
は
、
業
務
の
電
子
化
が
進
ん
で
お
り
、

生
産
性
の
向
上
に
業
務
処
理
の
電
子
化
は
必
須
の
条

件
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
３
月
初
め
に
完
了

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
も
「
還
付
金
」

が
発
生
し
た
の
で
、
４
月
上
旬
、
相
馬
税
務
署
に
返

済
時
期
確
認
の
電
話
を
す
る
と
「
返
金
は
５
月
に
な

り
ま
す
」
と
の
返
答
で
し
た
が
、
納
得
で
き
な
い
の

で
す
。
な
ぜ
事
務
処
理
に
２
カ
月
も
時
間
が
か
か
る

の
か
疑
問
な
の
で
す
。
確
定
申
告
終
了
の
時
点
で
、

国
税
庁
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
が
蓄

積
さ
れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
可
能
な

は
ず
な
の
で
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
税
務
職
員
が
使
用
し
て
い
た
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
で
し
た
。

こ
れ
は
一
昔
前
の
О
Ｓ
で
、
現
在
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

10
が
主
流
で
あ
り
、
国
税
庁
は
サ
ー
バ
ー
及
び
職
員

の
パ
ソ
コ
ン
も
最
新
の
О
Ｓ
で
あ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

10
を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
べ
き
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
企
業
の
Ａ
Ｉ
導
入
率
は
２
％
未
満
と

言
わ
れ
、
欧
米
に
大
き
く
遅
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
機
会
に
政
府
を
は
じ
め
、
霞
が
関
の
意
識
改
革
を

求
め
た
い
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
４
月
23
日
付
け
の
「
日

本
経
済
新
聞
」
は
一
面
ト
ッ
プ
で
、
日
本
の
「
Ａ
Ｉ

導
入
効
果
」
は
55
％
で
先
進
国
中
ト
ッ
プ
で
あ
る
と

報
じ
、
人
手
不
足
解
消
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
報
じ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
医
療
の
分
野
で
も
診
断
に

取
り
入
れ
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
急
速
な
導
入

は
注
目
に
値
す
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
改
善
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
部
証
券
会
社
で
は
既
に
「
自
動
取
引
口
座
」
開
設

の
受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
成
果
も

注
視
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
産
業
界
の
み
な
ら
ず
行
政
に
お
い
て
も

「
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
生
産

性
の
向
上
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
な
し
に
国
際

社
会
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
欲
し
い
の

で
す
。

　

平
成
29
年
５
月
１
日

・
観
桜
会　

仇あ
だ

な
す
風
の　

そ
ぞ
ろ
寒
む

・
桜は

な

め

花
賞
で
つ　

蝌か

と蚪
も
顔
出
す　

池
の
端

※
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
別
称

※

・
猫
柳　

春
の
陽
浴
び
て　

銀
衣

・
淀
み
有
り　

桜は

な花
の
筏
の　

賑
わ
し
く

・
五
月
微か

ぜ風　

菜
の
花
淡
く　

月
お
ぼ
ろ

・
山
肌
の　

日
毎
色
増
す　

五
月
晴
れ

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

（平成 29 年５月１日現在）

・福島県内に避難されている方 4,071 人

2,880 人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から

死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し

ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎ ０２４６－８４－５２０２

人のうごき４月分 敬称略

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

北原　光枝 ６９ 4 月   4 日 長塚二

志賀　　栄 ８１ 4 月   4 日 下長塚

横山　ミヨ ９５ 4 月   6 日 長塚一

井上　一見 ９８ 4 月 10 日 郡　山

佐　くに子 ６６ 4 月 19 日 両　竹

【
随
想
】 

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
を
変
え
る

古
室　

仁
（
浜
野
）
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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近
く
て
も
「
知
ら
な
い
町
」　

　

同
じ
町
民
同
士
で
再
会
し
た
り
連
絡
を
取
り

合
っ
た
と
き
な
ど
、
必
ず
「
今
ど
こ
に
い
る
の
？
」

と
お
互
い
の
所
在
（
避
難
先
）
に
つ
い
て
話
題
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
柴
田
町
」
と
答
え
て
も

ピ
ン
と
く
る
方
が
少
な
い
よ
う
で
、
位
置
関
係
を

説
明
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
近
い
ん
だ
ね

…
」
と
反
応
し
ま
す
。

縁
あ
っ
て
柴
田
町
に

　

町
を
離
れ
て
、
当
町
避
難
所
の
ホ
テ
ル
リ
ス
テ

ル
猪
苗
代
に
身
を
寄
せ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

妻
が
柴
田
町
か
ら
近
い
丸
森
町
出
身
、
仙
台
市
に

住
む
長
女
の
知
人
が
柴
田
町
内
の
不
動
産
屋
に
勤

務
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
縁
で
、
故
郷
ま
で
１
時
間

程
度
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
こ
の
地
で
、
借
上
げ
住

宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
に
移
っ
て
か
ら
、
高
齢
と
な
っ
た
両
親
が

少
し
で
も
落
ち
つ
い
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
自
宅

を
建
て
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
中
、
条
件
に
合
い
そ
う
な
更
地
が
目
に
留
ま
り
、

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
平

成
27
年
に
自
宅
が
完
成
し
ま
し
た
。

な
じ
み
や
す
い
土
地
柄

　

私
た
ち
同
様
、
各
地
で
避
難
生
活
を
送
る
方
々

が
、
避
難
先
で
地
域
と
の
付
き
合
い
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
う
話
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

幸
い
、
そ
う
し
た
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

柴
田
町
は
、
自
衛
隊
駐
屯
地
、
大
学
、
進
出
企

業
の
工
場
等
が
立
地
し
、
近
年
で
は
、
仙
台
市
の

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
新
住
民
を
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
よ

う
で
、
私
は
、
近
く
を
流
れ
る
白
石
川
の
堤
防
や

河
川
敷
を
彩
る
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
保
存
会
に
誘
わ
れ

入
会
す
る
な
ど
、
長
年
住
ん
で
い
る
方
同
様
の
つ

き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
か
か
わ
り
と
一
家
の
生
活

　

こ
ち
ら
で
生
活
を
始
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、

行
政
が
主
催
す
る
点
字
講
習
会
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
参
加
者
有
志
で
点
字
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
、
会
員
各
位
か
ら
の
推
挙
を
受
け
、
会

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
企
業
か
ら
の
協
賛
を
受
け
な
が
ら
、
活
動

を
開
始
し
て
約
４
年
間
経
過
し
ま
し
た
。
点
字
へ

の
翻
訳
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
ま
す
が
、
一
般

的
に
使
用
し
て
い
る
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
と
同
様
、

「
お
か
し
な
変
換
」
が
あ
る
た
め
、
校
正
に
時
間
を

要
す
る
な
ど
、
簡
単
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
へ
の
恩
返
し
に

な
れ
ば
と
の
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
妻
は
、
町
内
外
の
ク
ラ
フ
ト
細
工
サ
ー

ク
ル
に
参
加
す
る
な
ど
、
私
以
上
に
地
域
に
溶
け

込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

近
年
、
母
は
骨
折
を
機
に
近
所
の
老
健
施
設
に

入
所
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
毎
日
、
父
は
面
会
に

行
く
な
ど
、
落
ち
着
い
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●

　宮城県柴田町

（新山）

岡戸 正良 さん

おかと       まさよし

妻・陽子さん（左）、父・正雄さん（中央）とともに妻・陽子さん（左）、父・正雄さん（中央）とともに妻・陽子さん（左）、父・正雄さん（中央）とともに
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結
婚
後
に
直
面
し
た
「
子
育
て
と
介
護
」

　

約
40
数
年
前
、
郵
便
局
員
だ
っ
た
夫
と
結
婚

し
、
相
馬
市
の
実
家
か
ら
双
葉
町
内
に
あ
る
夫
の

実
家
で
生
活
を
始
め
ま
し
た
が
、
同
居
す
る
こ
と

に
な
っ
た
義
祖
父
母
は
高
齢
で
、
す
で
に
大
姑
は

寝
た
き
り
の
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
結
婚
間

も
な
く
生
ま
れ
た
長
女
の
子
育
て
と
、
大
姑
の
介

護
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
十
数
年
、
「
高
齢
化
社
会
」
と
い
う
言
葉

が
当
た
り
前
に
な
り
、
老
人
介
護
へ
の
支
援
制
度

や
施
設
が
充
実
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
当

時
は
ま
だ
「
介
護
は
嫁
の
役
割
」
と
い
わ
れ
、
そ

れ
に
か
か
る
負
担
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ

る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
子
育
て
と
介
護
」
を
し
な
が
ら
で
き
る
仕
事

　

結
婚
後
、
仕
事
に
出
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
大

姑
と
子
ど
も
の
世
話
で
家
を
空
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、元
来
、働
く
の
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
加
わ
り
、

多
少
で
も
将
来
へ
の
備
え
に
繋
げ
る
た
め
に
も
働
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
家
を
離
れ
ず
に
で
き
る
仕
事
と

し
て
思
い
つ
い
た
の
が
、
料
理
店
を
営
業
す
る
こ

と
で
し
た
。
幸
い
、
家
族
の
理
解
を
得
る
こ
と
も

で
き
た
た
め
、
約
40
年
前
、
自
宅
の
一
部
を
改
造

し
、
私
の
名
前
か
ら
一
字
取
っ
て
「
貴
久
」
と
名

付
け
和
食
料
理
店
を
開
業
し
、
子
育
て
と
介
護
を

し
な
が
ら
厨
房
に
立
ち
、
お
客
様
の
お
相
手
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
第
二
の
我
が
家
」

　

開
店
当
初
、
う
ま
く
い
く
か
心
配
で
し
た
が
、

し
ば
ら
く
し
て
常
連
の
お
客
様
も
付
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
素
材
に
こ
だ
わ
り
、
季
節
感
の
あ
る

美
味
し
い
料
理
と
飲
み
物
を
お
出
し
す
る
努
力
を

続
け
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
る
店
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
た
。

　

お
客
様
の
中
に
は
、
日
頃
の
疲
れ
や
仕
事
の
緊

張
か
ら
多
少
な
り
と
も
解
放
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
寝

入
っ
て
し
ま
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
無
理
に
起
こ
さ
ず
、
ご
家
族
に
連

絡
の
上
そ
の
ま
ま
お
休
み
い
た
だ
き
、
翌
朝
、
風

呂
や
朝
食
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
昼
食
の
弁
当

な
ど
を
用
意
し
て
、
仕
事
に
向
か
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
に
よ
り
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
が
、
避
難
以
降
に
再
会
し
た
皆
さ
ま
か
ら
「
第

二
の
我
が
家
」
の
よ
う
だ
っ
た
と
懐
か
し
む
声
を

頂
戴
す
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

い
つ
か
ま
た
店
を
…

　

家
族
と
と
も
に
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
福
島
県
内
、
特
に
、
双
葉
町
民

の
皆
さ
ん
が
足
を
運
び
や
す
い
場
所
で
店
の
再
開

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
被
災
前
と
同
じ
よ
う
に
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
不
自
由
な
避
難
生
活
下
で
も
、
気

軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、
気
兼
ね
な
く
話
せ
る

よ
う
な
場
所
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●

　千葉県君津市

（長塚一）

岩川 貴子 さん

いわかわ        たかこ
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都
会
に
憧
れ
た
若
い
頃
そ
し
て
双
葉
郡
内
へ

　

日
本
最
大
の
干
拓
事
業
と
し
て
有
名
な
八
郎
潟

に
面
す
る
地
域
に
生
ま
れ
育
ち
、
思
春
期
に
な
る

と
、
都
会
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
只
中
で
、
都
会
は
日
々

華
や
か
さ
を
増
し
て
い
く
時
代
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

学
校
卒
業
後
、
東
京
に
出
て
仕
事
に
就
き
十
数
年

生
活
し
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
都
会
暮
ら
し
に
疲

れ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
故
郷
に
戻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
故
郷
と
都
会
を
何
度
か
行
き
来
す
る

日
々
を
経
て
、
仙
台
市
内
で
生
活
し
て
い
た
と
き
、

友
人
か
ら
発
電
所
関
係
で
働
く
方
々
の
生
活
関
連

事
業
を
紹
介
さ
れ
、双
葉
郡
内
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

「
マ
リ
ー
ゼ
寮
管
理
人
」
の
指
名
を
受
け

　

富
岡
町
内
の
会
社
に
雇
わ
れ
、
東
京
電
力
㈱
の

社
員
寮
（
男
子
寮
）
に
派
遣
さ
れ
、
食
事
の
用
意

や
清
掃
な
ど
を
行
う
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

　

そ
の
数
年
後
、
東
電
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
「
マ
リ
ー

ゼ
」
の
創
部
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
女
子
寮
の
管
理

人
と
し
て
、
お
客
様
か
ら
勤
務
先
に
「
管
理
人
と

し
て
安
田
を
派
遣
し
て
欲
し
い
」
と
の
ご
指
名
が

あ
り
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
入
寮
者
は
東
電
社
員
で
あ
る
と
同
時
に
「
プ

ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
」
で
も
あ
る
た
め
、
気
を
引

き
締
め
直
し
て
業
務
に
臨
み
ま
し
た
。

入
寮
し
て
い
る
選
手
が
不
在
中
に
被
災

　

日
常
業
務
を
済
ま
せ
、
寮
内
に
あ
る
自
室
で
休

ん
で
い
た
と
こ
ろ
大
地
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
建

物
は
耐
震
構
造
で
す
が
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

が
無
い
揺
れ
に
恐
怖
を
感
じ
、
こ
た
つ
内
に
身
を

隠
し
た
た
め
、
倒
れ
て
き
た
タ
ン
ス
に
ぶ
つ
か
る

な
ど
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　

ま
た
震
災
当
日
、
マ
リ
ー
ゼ
は
合
宿
で
双
葉
町

を
離
れ
て
い
た
た
め
入
寮
者
は
不
在
で
、
非
常
時

の
入
寮
者
対
応
業
務
等
が
無
か
っ
た
た
め
、
翌
日
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
か
ら
は
、
速
や
か
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

被
災
が
「
親
孝
行
の
き
っ
か
け
」
に
な
っ
た

　

町
を
離
れ
、
南
相
馬
市
の
同
僚
宅
や
郡
山
市
内

に
あ
る
そ
の
親
類
宅
に
お
世
話
に
な
り
、
発
災
か
ら

約
２
週
間
後
、
故
郷
・
秋
田
県
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
ま
で
迎
え
に
出
て
く
れ
た
兄
に「
生

き
て
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
と

き
の
安
堵
感
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
に
よ
る
帰
郷
後
、
実
家
を
経
て
、
現
在
、

同
じ
市
内
の
公
営
住
宅
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
仕

事
や
よ
う
や
く
住
み
慣
れ
た
双
葉
町
、
そ
し
て
、

生
活
を
共
に
し
た
選
手
た
ち
と
の
時
間
は
失
い
ま

し
た
が
、
兄
に
任
せ
っ
き
り
に
な
っ
て
い
た
両
親

の
介
護
を
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
避
難
当
時
、
弱
り
始
め
て
い
た
父
の
最
期
を

看
取
り
、
現
在
、
実
家
で
生
活
す
る
母
の
も
と
に

毎
日
通
い
、
病
院
通
い
へ
の
介
助
な
ど
、
母
と
同

居
す
る
兄
夫
婦
が
行
っ
て
い
る
介
護
を
手
伝
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●

　秋田県潟上市

（長塚一）

安田 洋子さん

やすだ          ようこ
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　私の夢は、小説家になることです。
　私は、前から本を読むことが好きでした。学校で物語を書く授業があり、
書いていてとても楽しかったです。それで、私は、読むことも好きだけれど、
書くことも好きだということに気づきました。それから、家で短い物語を書
くようになりました。
　ある日、書いた作品を友だちに見せたことがあります。その時は、とても
恥ずかしかったけれど、友だちに「これ、いいね！」と言われて、とてもう
れしかったです。
　私は、自分が書いた物語をいろんな人に見てもらい、ワクワクしたりドキ
ドキしたりしてほしいなと思いました。
　これが私が小説家になりたい一番の理由です。

　

衣
替
え
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
夏
の
装
い
で
通
学
す
る
学
生
の
姿
か
ら
す

が
す
が
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
加
須
市
で
行
わ
れ
た
加
須
市

民
平
和
祭
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
が
大
空
に
遊
泳
し
て
い
る
下
で

双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん
が
来
場
者
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
る
場
面
で
す
。
子
ど
も
の
笑
顔

に
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
を
県
内
外
の
会
場
で
開
催
し

ま
し
た
。
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、

新
し
い
機
能
や
使
い
方
を
知
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
う
れ
し
そ
う
な
表
情
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
今
後
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
通
し
て
皆
さ
ん
が
必
要
と

す
る
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
情
報
を
得
る
手
段
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
同
士
の
交
流
を
通
し
絆
が
深
ま
る
も
の
と

し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
機
会
を
多
く
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
で
一
日
の
気
温
差
が
大
き
い
時
期
で
す
の
で
、
お
身
体
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

－ 

編
集
後
記 

－

　騎西藤まつりに参加していた𠮷田
俊秀さん、岑子さんご夫妻とお孫さ
んのるなちゃん（右）とりんちゃん

（左）の笑顔です。

東京都足立区立中川小学校　６年　　　　　　さん（浜野）𠮷
よ し だ

田　藍
あい
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